
生
命
だ
け
は
平
等
だ　

徳
田
理
事
長
の
1
週
間

（
9
月
27
〜
10
月
3
日
）           

Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層

撮
影
）
や
Ｍ
Ｒ
（
磁
気
共
鳴

診
断
）
な
ど
の
検
査
装
置
で

撮
影
し
た
画
像
を
、
遠
隔
地

に
い
る
読
影
医
（
検
査
画
像

の
診
断
を
専
門
と
す
る
医

師
）
が
診
断
す
る
こ
と
を
遠

隔
画
像
診
断
と
い
う
。

札
幌
病
院
は
10
年
以
上
前

か
ら
帯
広
徳
洲
会
病
院
、
札

幌
南
青
洲
病
院
、
静
内
病
院

（
と
も
に
北
海
道
）
の
遠
隔

診
断
を
実
施
し
道
内
の
医
療

の
質
確
保
に
寄
与
し
て
き
た
。

し
か
し
、
年
々
増
加
す
る

読
影
需
要
に
遠
隔
診
断
シ
ス

テ
ム
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
た

た
め
、
2
0
1
1
年
6
月
に

徳
洲
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
シ

ス
テ
ム
（
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）
が
企
図
し

た
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

新
シ
ス
テ
ム
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
効
率
化
の
工
夫
が
施

さ
れ
、
読
影
ス
ピ
ー
ド
が
大

幅
に
向
上
し
た
。
そ
れ
と
と

も
に
診
断
数
も
増
加
し
、
札

幌
病
院
で
は
昨
年
1
年
間
で

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
、
放
射
線
診
断
専
門
医
の
い
な
い
病
院
で
的
確
に
画
像
診
断
す
る

た
め
、
遠
隔
画
像
診
断
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
10
年
以
上
前
か
ら
遠
隔
診
断
を
行
っ

て
い
る
札
幌
徳
洲
会
病
院
を
ロ
ー
ル
モ
デ
ル（
手
本
）と
し
、
同
院
が
作
業
効
率
の
向
上

を
狙
い
昨
年
導
入
し
た
新
し
い
遠
隔
診
断
シ
ス
テ
ム
を
他
院
に
も
整
備
す
る
方
針
だ
。

ま
ず
11
月
に
、
離
島
病
院
の
遠
隔
診
断
を
実
施
し
て
い
る
東
京
西
徳
洲
会
病
院
や
中
部

徳
洲
会
病
院（
沖
縄
県
）、
南
部
徳
洲
会
病
院（
同
）に
導
入
し
医
療
の
質
向
上
を
目
指
す
。

札
幌
徳
洲
会
病
院
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

2
人
の
放
射
線
科
医
が
2
万

6
5
4
3
件
を
診
断
、う
ち

3
分
の
1
は
他
院
か
ら
の
依

頼
だ
っ
た（
図
）。本
年
は
8
月

末
日
時
点
で
1
万
8
9
9
0

件
と
、昨
年
よ
り
ハ
イ
ペ
ー
ス

で
診
断
数
が
伸
び
て
い
る
。

「
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
こ
ち
ら

が
出
し
た
要
望
の
ほ
と
ん
ど

を
叶
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」と
、

同
院
放
射
線
科
の
片
田
竜
司

部
長
。

通
信
速
度
の
高
速
化
に
加

え
、
片
田
部
長
が
要
望
し
た

の
は
以
下
の
3
点
だ
。
①
1

つ
の
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
、
全

病
院
か
ら
依
頼
さ
れ
た
画
像

を
管
理
・
読
影
で
き
る
（
こ

れ
に
よ
り
1
画
面
で
全
病
院

の
依
頼
が
時
系
列
順
に
閲
覧

可
能
）、
②
画
像
を
札
幌
病

院
に
送
る
の
で
は
な
く
、
読

影
医
が
依
頼
し
て
き
た
病
院

の
サ
ー
バ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
画

像
を
参
照
で
き
る
（
こ
れ
に

よ
り
過
去
の
画
像
の
閲
覧
も

容
易
に
な
り
、
個
人
情
報
の

拡
散
防
止
に
も
つ
な

が
る
）、
③
フ
ィ
ル
ム

に
よ
る
検
査
画
像
や

紙
の
検
査
依
頼
書
を

電
子
化
す
る

─
が

そ
れ
ら
だ
。

こ
う
し
た
工
夫
に

よ
り
、“
遠
隔
”
で

あ
る
こ
と
の
作
業
上

の
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
軽
減

し
た
。

「
従
来
は
読
影
依
頼
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
行
っ
て
い
た
た
め
、
管
理

も
た
い
へ
ん
で
し
た
。
い
ま
は
、

読
影
端
末
（
パ
ソ
コ
ン
）
上
で

簡
単
に
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」
と
片
田
部
長
は
新

シ
ス
テ
ム
の
利
点
を
説
く
。

連
携
先
と
の
交
流
が
大
切
に

グ
ル
ー
プ
病
院
の
強
み
発
揮

新
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
が

確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
徳
洲

会
は
他
病
院
に
も
導
入
を
推

進
。
11
月
に
は
、
沖
縄
県
や

鹿
児
島
県
の
離
島
病
院
の
遠

隔
診
断
を
実
施
し
て
い
る
東

京
西
病
院
や
中
部
病
院
、
南

部
病
院
に
導
入
す
る
予
定
だ
。

片
田
部
長
は
、「
遠
隔
診

断
の
よ
う
に
連
携
が
必
要
な

業
務
こ
そ
、
徳
洲
会
の
グ
ル

ー
プ
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
生

か
せ
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

た
と
え
ば
帯
広
病
院
の
棟

方
隆
院
長
は
以
前
、
札
幌
病

院
で
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
、
同
院
の
遠
隔
診
断
開

始
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
。

「
帯
広
病
院
新
築
時
に
購
入

し
た
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
き
た
画
像

処
理
シ
ス
テ
ム
を
、
無
理
を
言

27
日	

13
時	

鈴
木
副
理
事
長
、越
澤
徳
美
社
長
、徳
田
美
千
代
理
事
、濱
弁

護
士
、島
田
顧
問
来
室
。

	

14
時	

佐
藤
工
業（
株
）・杉
晟
前
社
長
ほ
か
２
人
来
室
。

	

15
時	

伊
藤
雅
之
先
生
、宇
和
島
徳
洲
会
病
院
・
平
島
局
長
、辰
濱
次

長
来
室
。

	

16
時	

イ
ン
ド
ネ
シ
ア・カ
ル
テ
ィ
ニ
さ
ん
、ヤ
ン
ト
先
生
、ア
イ
チ
ェ
ン
さ
ん
、

ア
ー
サ
ー
氏
、平
顧
問
来
室
。

28
日	

10
時	

在
ガ
ー
ナ
大
使
館・栗
田
医
務
官
来
室
。

	

11
時	

徳
之
島
徳
洲
会
病
院
・
永
井
進
吾
先
生
・ご
両
親
、浦
元
副
院
長

来
室
。

	

12
時	

越
澤
徳
美
社
長
、ア
ー
サ
ー
氏
来
室
。

	

16
時
半	

ラ
オ
ス・
ブ
ン
コ
ン
保
健
副
大
臣
ほ
か
６
人
、徳
田
美
千
代
理
事
、

佐
野
潔
先
生
、黒
岩
宙
司
先
生
、平
顧
問
来
室
。

	

18
時	

鈴
木
副
理
事
長
来
室
。

29
日	

13
時	

経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
視
聴
。

30
日	

８
時	

経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
視
聴
。

	

13
時	

ラ
オ
ス一
行
、越
澤
徳
美
社
長
、徳
田
美
千
代
理
事
、ア
ー
サ
ー
氏
、

黒
岩
先
生
来
室
。

	

14
時	

経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、仙
台
徳
洲
会
病
院
・
福
地
院
長
、

斎
藤
看
護
部
長
、木
村
事
務
長
、二
日
市
徳
洲
会
病
院・今
嶋
院

長
、徳
之
島
徳
洲
会
病
院
・
上
山
院
長
、沖
永
良
部
徳
洲
会
病

院
・
吉
田
看
護
部
長
、榛
原
総
合
病
院
・
稲
邉
副
院
長
、徳
田
哲

副
理
事
長
、徳
田
惠
子
理
事
、服
部
局
長
、久
保
部
長
来
室
。

	

15
時
半	

岡
崎
泰
氏
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

１
日	

14
時	

阿
部
知
子
代
議
士
、希
望
の
牧
場・吉
沢
正
巳
代
表
理
事
、針
谷

勉
事
務
局
長
、木
野
村
匡
鎌
さ
ん
、金
子
真
司
さ
ん
来
室
。

	

15
時	

後
藤
栄
子
さ
ん
、久
保
部
長
来
室
。

２
日	

20
時
半	

宮
崎
部
長
来
室
。

３
日	

14
時	

天
久
千
春
さ
ん
、久
保
部
長
来
室
。

　

ラ
オ
ス
の
ブ
ン
コ
ン
保
健
副
大
臣
を
団
長
と
し
た
７
人
の
医
師
に
よ
る
医
療
視

察
団
が
来
日
。実
際
に
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
で
３
日
間
、専
門
分
野
の
研
修
を

し
た
う
え
で
28
日
と
30
日
の
両
日
、理
事
長
と
面
談
さ
れ
ま
し
た
。ラ
オ
ス
の
医

療
レ
ベ
ル
の
向
上
に
惜
し
み
な
い
協
力
を
約
束
す
る
理
事
長
に
医
師
た
ち
は
目
を

輝
か
せ
、そ
の
先
の
病
院
建
設
に
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

遠隔画像診断を積極的に推進
11月に新システムを順次導入

徳
洲
会

グ
ル
ー
プ

あ
と
は
総
選
挙
だ
け
の
日
々

９
月
26
日
に
は
自
民
党

総
裁
選
が
開
か
れ
、
安
倍

晋
三
元
首
相
が
第
25
代
自

民
党
総
裁
に
就
任
し
ま
し

た
。
一
方
、
民
主
党
も
21

日
に
臨
時
党
大
会
を
開
い

て
代
表
選
挙
を
行
い
、
野

田
佳
彦
首
相
が
代
表
に
再

選
、
10
月
１
日
に
野
田
第

３
次
改
造
内
閣
も
発
足
し

ま
し
た
。
２
０
０
９
年
９

月
16
日
に
鳩
山
由
紀
夫
・

民
主
党
政
権
が
ス
タ
ー
ト

し
て
以
来
、
今
日
ま
で
約

３
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

何
と
「
少
子
化
相
」
は
10

人
目
、「
消
費
者
相
」
９

人
目
、「
法
相
」
と
「
公

務
員
改
革
相
」
各
８
人
目
、

「
拉
致
問
題
相
」
も
７
人

目
と
ま
さ
に
猫
の
目
人
事
。

退
任
し
た
閣
僚
の一部
か

ら
は
不
満
の
声
も
出
て
、

入
閣
の
な
か
っ
た
「
反
野

田
」
３
陣
営
の
反
発
は
必

至
、
問
題
含
み
の
船
出
で

す
。“
選
挙
の
匂
い
プ
ン
プ

ン
”
だ
け
に
、
徳
田
た
け

し
代
議
士
か
ら
秘
書
一
同

に
は
、「
勝
ち
に
不
思
議
の

勝
ち
あ
り
、
負
け
に
不
思

議
の
負
け
な
し
だ
か
ら
よ

ろ
し
く
」
と
。

光徳苑の敬老会でお祝いの
言葉を述べる徳田代議士

っ
て
譲
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
レ
ス
化
に
憧
れ
て
い

た
の
で
す
」
と
片
田
部
長
。

そ
れ
以
来
、
帯
広
病
院
の
検

査
画
像
を
遠
隔
診
断
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
連
携
先
と
の

親
密
な
関
係
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
画
像
診
断
を
依
頼
し
て

き
た
病
院
の
画
像
が
鮮
明
で

な
い
と
き
に
電
話
で
確
認
し

た
り
、
逆
に
依
頼
病
院
か
ら

も
診
断
内
容
に
疑
問
が
あ
る

際
に
質
問
を
し
た
り
す
る
こ

と
が
気
軽
に
で
き
る
。

「
人
手
の
足
り
な
い
病
院
に

グ
ル
ー
プ
病
院
か
ら
職
員
が

応
援
に
行
く
体
制
や
転
勤
を

通
じ
、
他
病
院
の
医
療
従
事

者
と
個
人
的
な
つ
な
が
り
を

持
て
る
こ
と
は
、
徳
洲
会
の

強
み
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま

す
」
と
、
片
田
部
長
は
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
。

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
の
社
会

福
祉
法
人
湘
南
愛
心
会
は
10

月
1
日
、
神
奈
川
県
逗
子
市

に
開
設
す
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
地
鎮
祭
を
行
っ
た
。

新
施
設
は
、
地
上
2
階
・
地

下
3
階
建
て
の
1
2
0
床（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ

20
床
含
む
）。

ユ
ニ
ッ
ト
型
個

室
と
従
来
型
多

床
室
の
ミ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
で
、

2
0
1
4
年
4
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
（
施
設
名
未
定
）。

敷
地
面
積
は
4
3
8
2
・
52

㎡
、
延
床
面
積
は
6
8
0
8・

51
㎡
。

当
日
は
、
徳
田
哲
・
副
理

事
長
、
徳
田
秀
子・副
理
事
長
、

鈴
木
隆
夫
・
副
理
事
長
、
遊

佐
千
鶴
・
看
護
部
統
括
、
湘

南
鎌
倉
総
合
病
院
（
神
奈
川

県
）
の
前
川
俊
輔
・
事
務
局

長
ら
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
関
係

者
や
、
施
工
者
ら
27
人
が
出

席
し
た
。

神
事
が
行
わ
れ
た
後
の
直な

お

会ら
い

で
は
、
徳
田
秀
子
・
副
理

事
長
が
「
介
護
で
は
私
た
ち

は
技
術
同
様
、
心
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
設
計
や
建
築

は
“
形
”
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
こ
に
心
を
込
め
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
入
居
者
の
皆
様
に

お
い
で
い
た
だ

け
る
施
設
に
な

る
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。

鈴
木
副
理
事
長
も
「
将
来
、

本
日
同
席
し
て
い
る
仲
間
が

入
り
た
い
と
思
え
る
素
晴
ら

し
い
施
設
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
期
待
を
込
め
た
。

新
施
設
の
所
在
地
は
、
逗

子
市
沼
間
1
丁
目
23
。
Ｊ
Ｒ

横
須
賀
線
「
東
逗
子
駅
」
か

ら
徒
歩
10
分
。

「遠隔診断には連携先病院との交流が欠か
せません」と片田部長

徳洲会グループ初の逗子市内に建つ施設の成功を
祈願

徳 洲 新 聞 生
い の ち
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10月 15日
直　

言

H
E

A
D

L
I

N
E

人類のため安心できる
医療を世界中に広める
夢の実現を

無我無私の忠胆なる人が
信頼されて国の未来を託される

❷ 国内外留学の支援条件や
 研修計画の告知内容討議
❷ 滋賀医大の宮崎特任教授
 ＳＡＳ診断の重要性講演
❸	介護サービスの質の向上へ
 安全管理や人材育成を講義
❸ 医療安全管理体制向上へ
 相互チェックで緊張感を
❸ 文科省から研究機関に指定
 公的資金を活用し臨床研究
❹ 湘南藤沢徳洲会病院が開院
 10月１日正午に引越し完了


